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在日外国人

］

病
院
で
診
察
を
受
け
た
在
日

一
国
人
の
半
分
以
上
が
、
何
の

と
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
」
（
小
林
米
幸
所
長
）

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、

こ
ん
な
医
療
現
場
の
実
情
が
明

ら
か
に
な
り
、
二
十
一
日
、
東

京
都
内
で
聞
か
れ
た
「
外
国
人

患
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
実

務
者
会
議
」
の
席
上
、
公
表
さ

れ
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
先
月

。
制
度
不
備
″
に
病
院
悲
鳴

実
施
さ
れ
、
首
都
圏
を
中
心
と

し
た
公
・
私
立
の
九
十
二
医
療

機
関
の
う
ち
四
十
八
機
関
か
ら

回
答
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
す
べ
て
の
機
関
が
、
昨
年

一
年
間
に
外
国
人
の
来
診
が

「
あ
っ
た
」
と
答
え
て
お
り
、

愚
者
数
は
計
二
万
六
千
九
百
八

十
人
｛
再
診
を
命
５
｝
）
に
の
ぼ

っ
た
。

　
こ
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
と
社
会
保
険
加
入
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
二
〇
％
で
、

っ
た
。
こ
の
た
め
、
治
療
費
・

薬
代
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
傘

体
の
Ξ
分
の
二
に
あ
た
る
三
十

三
機
関
で
・
「
問
題
が
あ
る
」
と

回
答
し
て
い
る
。
’

　
具
体
例
と
し
て
は
、
「
国
民

院
し
た
か
、

ま
ま
姿
を
消
戈

在
韓
し
で
い

　
　
　
　
　
Ｊ
～
Ｉ
‐
＝
１
１

～
Ｓ

だ
日
瀋
蕭
面
繋
薇
町
回

る
を
え
な
か
っ
た
」
な
ど
が
あ

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
「
□
に
合

う
病
院
食
が
用
意
で
き
ず
困
っ

た
」
な
べ
文
化
、
習
慣
の
達

い
に
戸
惑
う
声
も
寄
せ
ら
れ

た
。

‘
’

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
‘
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
命
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

が
昨
年
四
月
に
設
立
し
た
。
先

月
末
ま
で
に
。
寄
せ
ら
れ
た
医

療
に
関
す
る
電
話
相
談
は
、
千

件
を
超
え
て
お
り
、
外
国
人
自

身
だ
け
で
な
く
、
入
院
先
の
病

院
心
’
大
使
館
、
地
方
自
治
体
な

１ １ ’

っ
た
と
い

行
制
度
の
認
識
や
イ
ン
フ
ォ
ー
ー

ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
説
明
と

同
意
）
‘
に
対
す
る
理
解
が
必
要

だ
」
と
話
し
て
い
る
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
は
、

①
外
国
人
登
録
を
済
ま
せ
て
い

る
②
在
留
期
間
か
十
年
以
上
、
‐
’

ま
た
は
一
年
以
上
日
本
に
滞
在

す
る
と
認
め
’
｛
れ
る
Ｉ
－
と
の

条
件
を
満
だ
オ
外
国
人
に
は
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
観

光
ピ
ザ
に
よ
る
不
法
滞
在
者
に

づ
い
て
は
、
原
則
的
に
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。

欠
け
て
い
ス
だ
め
、
医
療
現
場

に
ば
か
り
責
任
が
押
し
つ
け
ら

ま
」
「
堅
さ
ザ
で
来
日
中
の

タ
イ
人
の
医
療
費
を
、
後
見
人
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い
な
い
患
者
が
五
六
％
に
の
芦
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